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手取川流域の地形発達  
兼  良 意   
研究対象とする手取川は，白山およびその連峰に水源をもつ，全長72k恥流域面積800加2に及ぶ石川県  
内で最長・最大の河川である．中流域には河岸段丘の発達が良く，耕地や集落に利用されている．また，  










れる．   















丘面形成後，富樫断層の活動により現標高にまで持ち上げられ扇状地側は沈降したと考えられる．   
以上より，手取川流域では，約30～2万年前にかけて上・中流域では河岸段丘面が形成された．また，  
扇状地においては下末吉期に松任埋没面が形成されその後の最終氷期にかけて扇状地の拡大が行われる．  
縄文海進極頂期に軋 美川埋没面が形成された．その後は，若干の海進・海退を繰り返しながら現在に至  
ると思われる．  
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